
 
柏
の
宮
稲
荷
神
社
　
本
殿
保
存
修
復
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

ご
奉
賛
の
お
願
い

日
頃
よ
り
、
柏
の
宮
稲
荷
神
社
へ
の
崇
敬
の
念
を
お
寄
せ
下
さ
り
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

柏
の
宮
稲
荷
神
社
は
旧
高
井
戸
村
横
倉
邸
の
邸
内
稲
荷
社
（
自
宅
内
に
あ
る
神
社
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
下
高
井
戸
八
幡
神
社
に
て
管
理
ご
奉
仕
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
当
社
で
す
が
、
創
建
よ
り
年
月
が
経
ち
、
お
社
の

　

足
場
部
分
、
鳥
居
も
か
な
り
損
傷
が
目
立
ち
、

　

危
険
な
部
分
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

下
記
の
通
り
「
本
殿
保
存
修
復
事
業
」
を

　

執
り
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

時
節
柄
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

末
筆
な
が
ら
感
染
症
の
早
期
終
息
と
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

記

一
、
社
殿
の
修
繕　

　
　

現
在
の
社
殿
を
生
か
し
、
屋
根
や
足
場
を
中
心
に　

　
　

修
復
工
事
を
行
い
ま
す
。

一
、
鳥
居
の
新
設　

　
　

同
じ
様
式
の
鳥
居
を
新
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
手
す
り
設
置
・
樹
木
剪
定
等
の
工
事　

　
　

可
能
で
あ
れ
ば
手
す
り
の
設
置
、
樹
木
の
剪
定
を

　
　

行
う
予
定
で
す
。

一
、
事
業
日
程

　
　

３
月
末
日　
　

御
霊
移
し
の
儀
（
神
様
に
ご
移
動
い

　
　

た
だ
く
神
事
で
す
。
下
高
井
戸
八
幡
神
社
社
殿
内
に

　
　

一
時
的
に
お
移
し
致
し
ま
す
）

　
　

４
月
初
旬　
　

社
殿
及
び
鳥
居
の
撤
去

　
　

５
月
末　
　
　

完
成

　
　
（
完
成
後
、
御
霊
移
し
な
ど
の
お
祓
い
を
致
し
ま
す
。

　
　
　

日
時
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
）

一
、
工
事
総
額　
　

２
３
０
万
円

　
　
　
　

一
、
奉
納
金
受
付　

５
，
０
０
０
円
よ
り

　
　

下
高
井
戸
八
幡
神
社　

社
務
所
に
て

　
　
　
（
杉
並
区
下
高
井
戸
４
―
39
―
３
）

一
、
お
問
い
合
わ
せ

　
　

下
高
井
戸
八
幡
神
社　

０
３
―

３
３
２
９
―

０
８
３
７

　
　

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
柏
の
宮
稲
荷
神
社
事
業
の
旨
を

　
　
　

お
伝
え
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上


